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Recent trends in information education include an expansion in the scope of knowledge and advancement 
in learning technologies. Furthermore, learning skills that can be utilized in our information society are 
emphasized; such skill areas include knowledge, technology, judgment, thinking, and attitude. For such topics, 
self-learning is required, but in foundational information education subjects, in which course content covers a 
wide scope and practical training time is required, there are cases where introducing learning methods such 
as group training is difficult. We implemented a self-regulating learning model and designed lessons to 
enhance the learning ability of individual students. In this study, we introduce a method of including the 
abovementioned techniques in information education lessons and report on the construction of such lessons 












































































































表 3 SRL の段階と領域で分類した内容 
     調整領域 

















自己省察 認知的判断 情動反応 選択行動 
表 1 初年次情報科目の主な内容（科目 1） 
情報処理法 








































































表 4 スキル種別と授業内容の関連性 
 情報処理法  情報管理法 
スキル種別 a1 a2 a3 a4 a5 a6  b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7
知識  ○ ○ ○ ○ ○ ○
PC 操作 ○  
ソフト活用 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○
検索 ○  ○ 
表現 ○ ○  ○ ○ 
データ処理 ○  ○
論理的思考 ○  ○
倫理 ○ ○  ○ ○ ○
判断 ○ ○  ○ ○
統合活用 ○  
問題解決 ○  ○
図 2 習得したい情報スキルの調査結果 
図 1 SRL による授業の学習支援 




































































る方略調整などの予見をさせ，1 講周期の SRL プ
ロセスの反復で形成的な学習効果を狙いとする。 

















図 5 「社会と情報」の実習時間 
 
図 6 「情報の科学」の実習時間 
図 3 「社会と情報」の理解度 
 
図 4 「情報の科学」の理解度 






























































（太線）と学科平均の 2 つが重ねて表示されている。 
4.2 能力分析のための対応関係の構築 
表 8 はスキル対応表の例として，科目 1 につい
て，各行に表 5 の質問項目を，各列に表 6 のスキ
ル項目を配置し，その対応関係を数値で表している。
表 6 出力結果のスキル項目（科目 1） 
スキル略名 能力概要 
s1  情報-収集 多様な情報を収集できる 
s2  情報-分析 多様な情報を分析できる 
s3  情報-判断 情報を適正に判断できる 
s4  情報-モラル モラルに則って情報を扱える 
s5  情報-活用 情報を効果的に活用できる 
s6  情報-知識 情報を処理するための知識力 
s7  情報-技能 情報を処理するための技術力 
s8  情報-手段 手段・機能を的確に選択できる 
s9  論理-思考 情報・手順を論理的に思考できる 




表 7 出力結果のスキル項目（科目 2） 
スキル略名 能力概要 
t1  情報-収集 多様な情報を収集できる 
t2  情報-判断 情報を適正に判断できる 
t3  情報-知識 情報を処理するための知識力 
t4  情報-技能 情報を処理するための技術力 
t5  情報-社会 情報社会に関する社会的な知識力と理解力
t6 倫理-判断 社会の規範に則って判断する能力 
t7 倫理-行動 社会規範，安全対策に従って行動する能力
t8  論理-思考 情報・手順を論理的に思考できる 
t9 論理-表現 情報・知識を論理的に表現できる 
t10 統合-活用 知識・技能・態度等を総合的に活用できる
表 5 自己評価の質問項目例（科目 1） 
Q1  授業の PC 準備や障害発生時の行動を適切に行える 
Q2  フォルダー・ファイルの作成・移動・名前変更ができる
Q3  本学の Web や OPAC 等で必要な電子情報が閲覧できる
Q4  キーボードで漢字や記号の入力がスムーズにできる 
Q5  Web 検索エンジンで効率良く情報検索ができる 



































































本システムを用いて 9 学科の 1 年生を対象に，
初年次の科目 1（前期，520 名）および科目 2（後
期，536 名）による自己評価を実施した。図 9 およ
び図 10 は，成績と自己評価システムの評価値の関
係を見るために求めた各科目の成績別（上位，下位
の 2 分割）の評価値の平均である。横軸は表 6 お
よび表 7 で示した各科目におけるスキル項目 s1～
s12 および t1～t10 を意味する。成績の 2 群におい
てそれぞれ平均評価値のスキル項目全体の平均を
求めたとき，その差（上位群-下位群）は，科目 1
で 0.26，科目 2 で 0.13 であった。これらの平均評
価値による 2 群間について，F 検定により等分散を
確認した後 Student の t 検定を行った。科目 1 では
有意差（p<.001）が見られ，成績上位群の評価値
が高いという傾向が示唆された。 
図 11 および図 12 は，各科目の成績別で評価値
の標準偏差を示したものである。成績の 2 群におい
てそれぞれ標準偏差のスキル項目全体の平均を求
めたとき，その差は，科目 1 が-0.04，科目 2 が-0.09
であった。これらの標準偏差の平均による 2 群間に
ついて，F 検定により等分散を確認した後 Student




図 7 自己評価システムの構成 
 
 
図 8 自己評価の分析結果フィードバック 
表 8 質問項目とスキル項目の対応付け（科目１）
 s1 s2 s3 s4 s5 s6 s7 s8 s9 s10 s11 s12
 Q1 2 1 1 
 Q2 1 1 7 1
 Q3 3 1 1 1 
 Q4 2 
 Q5 10 1 2 2 1 
 Q6 2 1 1 
 Q7 2 6 1 1
 Q8 1 2 2 12 2 1
 Q9 6 2 2 
 Q10 1 1 1 1 2 4
 Q11 2 2 4 2 10 
 Q12 6 2 2 10 
 Q13 6 6 4 1 1 2
 Q14 6 1 4 4 2 1 2
 Q15 4 2 4 6 1 2
 Q16 4 2 
 Q17 1 1 4 
 Q18 2 2 6 
 Q19 1 1 2 1 1 
 Q20 1 1 1 1 
 Q21 1 2 2 1 
 Q22 1 6 2 1 
 Q23 1 1 1 1 1 2 3
 Q24 1 1 4 2 2
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求めたとき，その差は，科目 1 が-0.18，科目 2 が













図 9 成績別平均評価値（科目 1）  
 
図 11 成績別評価値の標準偏差（科目 1） 
 
図 13 スキル項目間の分散別平均評価値（科目 1）
図 10 成績別平均評価値（科目 2） 
 
図 12 成績別評価値の標準偏差（科目 2） 
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図 15 自己評価に対するアンケート結果 
3.0 3.5 4.0
回答しやすかった
授業内容を覚えている
得意だったか覚えている
自己能力が反映されている
今後の学生生活に役立つ
スキルへの意識が高まった
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